
防犯まちづくり推進協議会 会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２２年１１月４日(木) 午後４時００分～午後５時３０分 

２ 開催場所 

  成田市防犯事務所 会議室 （馬橋８－１） 

３ 出席者 

  (委員)１３名 

   角田委員，大竹委員，黒田委員，髙木委員，渡辺委員，大澤委員，岩澤委員，成毛委員，

折戸委員，石橋委員，首藤委員，鈴木委員，芳澤委員，福田委員，星野委員 

欠席委員 大廣委員，栗田委員，小島委員 

  (事務局) 

   渡部市民生活部長，熱田市民生活部副参事，石田市民生活部副参事，葛生交通防犯課長，

若山交通防犯課副主査，木村交通防犯課主任主事 

 

４ 報告事項 

（１）街頭防犯カメラの設置について 

（２）防犯まちづくり推進計画の成果 

５ 議題 

（１）平成２２年度 犯罪抑止重点地区の指定 

（２）防犯まちづくり推進計画〔第２期〕素案 

６ 議事(要旨) 

報告事項２点について事務局より説明を行った。 

議事（１）について事務局案を提案し，案のとおり承認。 

議事（２）について事務局より素案の概要を説明した上で，持ち帰って詳細な内容を確認し

ていただき，次回開催において各委員の意見を伺うこととした。 

 (１) 傍聴者 

    なし 

 (２) 傍聴の状況 

     

８ 次回開催日時(予定) 

  平成２３年１月中旬開催予定。なお第２期計画は次回開催後にパブリックコメントを実施し、

平成２３年３月に再度協議会で審議した上で策定する。 



質疑応答内容 

報告（１）および（２）について 

質 疑 回 答 

第１点目の防犯カメラについて、協議会の中

で検討をしてきた中、まずは設置されたという

ことで委員としても大変よかったと思う。 

その中で、設置後に何か活用されたような事

案はあったか。 

また、最近ではマスコミ等でもプライバシー

に関する批判的な意見は少なくなってきている

こと、そして説明のあったとおり保存期間を当

初予定の２週間から１ヶ月に延ばしたというこ

とは、大変うれしいことだ。 

防犯カメラ設置後、大きな事件・事故はない

が、参道沿いに設置されている石像モニュメン

トが車道上に移動されているということがあ

り、商店街でも署に届け出をしたということ

で、防犯カメラの画像確認を行った。 

また、ひったくりの多い大阪府では、防犯カ

メラ等による抑止効果もあり発生件数が減少

し、千葉県がワースト１となった月があった。 

これを受けて千葉県警でも、ひったくり対策

として防犯カメラの設置を推進するという話を

聞いている。 

本市ではひったくりの発生は少ないものの、

全く発生がないものではなく、今後も抑止に努

めていきたい。 

人口１万人当たりの犯罪発生件数というの

は、市・署管内いずれのものか。平成１８年の

合併前の数値は比較できる数値となっているの

か 

成田市における数値である。合併前の数値

は、比較できるものにするため下総町・大栄町

の数値も合わせてある。 

平成１４年の犯罪発生件数が際立って多いの

はなぜか。 

平成１３年から１４年にかけては、全国的に

犯罪発生件数がピークを迎えたもので、平成１

５年以降は警察をはじめとした各種対策が講じ

られたため減少しているものである。 

今後できるだけ防犯カメラの設置を拡大して

ほしい。 

 

まずは自主防犯パトロールなど人為的な防犯

活動にご尽力いただいている方にお礼を申し上

げたい。そして、市の取り組みとして地域防犯

推進員活動、通学路防犯広報啓発パトロール、

移動えきばんと、朝から夜まで、土日祝日も含

め休みなく青パトが活動している状況は、市民

としてとても心強いものだ。 

その中で、市の活動を各地域の町内会や自治

会の活動に介入していくことが必要だと考え

る。 

 

 



議事（２）について 

質 疑 回 答 

今後、防犯カメラを増やす予定はあるのか、

青パトを増車する予定はあるのか、移動えきば

んの活動を拡大する予定はあるのかお伺いした

い。 

本来であれば、防犯カメラは駅前を中心に設

置するところであるが、成田駅前は再開発が予

定されているため、その完了年度である平成２

５年度から設置を進めることを検討している。 

現在、参道への設置を進めていることから、

上町・花崎町に続いて仲町への設置を予定して

いる。台数はトータルで２０台程度となる予

定。 

青パトについては今のところ増車の予定はな

い。移動えきばんを２台体制にしたい考えはあ

るものの、財政的な問題もあり、現状では具体

的な話にはなっていない。 

防犯カメラを参道以外に設置する予定はない

か。 

犯罪抑止対策として、重点地区への設置を進

めることとしている。 

通学路パトロールについて、活動日数２３５

日というのは、授業日数にあたるものである

が、昨年度より夏季休業を短くし、夏休みに授

業日を設ける学校が増えてきている。成田市も

管理規則が変わって、校長の判断で授業日を増

やす判断をしている。そこで、活動日数を増や

す事を考えていただきたい。 

防犯ブザーの貸与について、現在貸与されて

いるブザーは非常に性能が悪く音が聞こえづら

い。性能が良いものの貸与できるよう計画をた

てていただけるとありがたい。 

 

防犯まちづくりハンドブックの作成の部分

で、わかりやすくまとめたものを作成するとあ

るが、この計画の文章を見る限り、わかりやす

いものを作成できるとは思えない。事務局には

そのあたりの意識を変えてもらいたい。 

 

 


